
​2026（令和 8）年  3 月 10 日​

​株式会社鈴木電機工業所　一般事業主行動計画​

​　社員がその能力を発揮し、仕事と生活の調和を図り働きやすい雇用環境整備を行うため、​
​次のように行動計画を策定する。​

​1：計画期間​
​　　2026（令和 8）年  3 月  15 日　～　2029（令和11）年  6 年 30 日​

​　目標1：​
​最新の法改正を踏まえて育児・介護休業等に関する規程を改定し、従業員へ周知​
​することで、育児・介護離職の防止を図る。​

​＜対策＞​
​●​ ​2026（令和 8）年  3 月～　【育児・介護休業に関する規定】について、最新の法改​

​正を踏まえた見直し作業に着手する。​
​●​ ​2026（令和 8）年  7 月～　【育児・介護休業に関する規定】について、改定後の内​

​容確認、また把握をする。​
​●​ ​2026（令和 8）年  9 月～　従業員周知のための資料について打合せ（資料を何にす​

​るか、またその周知方法について決定する）。​
​●​ ​2026（令和 8）年 10 月～　先の打合せの場で決まった方法にて、全従業員に向け周​

​知をする。​

​　目標2：​
​出生時育児休業（産後パパ育休）の取得を促進する。​

​＜対策＞​
​●​ ​2026（令和 8）年  7 月～　制度について内容確認、また把握をする。​
​●​ ​2026（令和 8）年  9 月～　希望者が出た場合の相談窓口について打合せ（どこ（だ​

​れ）を窓口にするか、またその周知方法について決定する）。​
​●​ ​2026（令和 8）年 10 月～　先の打合せの場で決まった方法にて、全従業員に向け周​

​知をする（必要であれば、現場リーダーらの勉強会・説明会を行う）。​

​　目標3：​
​状況に応じた（配置のバランス等）有給休暇取得奨励日を設け、ひとり当たりの​
​年次有給休暇の取得日数が平均して上がるように取り組む。​

​＜対策＞​
​●​ ​2026（令和 8）年  7 月～　年次有給休暇取得状況（部署別の状況等）現状把握。​
​●​ ​2026（令和 8）年  9 月～　等しく取得できる環境をどう整えるか検討する。​
​●​ ​2026（令和 8）年 10 月～　先の打合せの場で決まった内容、方法を、全従業員に向​

​け周知をする。​


